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本
日
は
栄
え
あ
る
表
彰
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

私
は
西
之
門
町
西せ
い
じ
ゅ
か
い

寿
会
会
長
の
金か
な
い井

晃こ
う
い
ち一
と
申
し
ま
す
。

　

本
来
な
ら
ば
直
接
皆
様
の
前
で
受
賞

の
御
礼
を
申
し
上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
、

小
生
５
日
前
か
ら
持
病
の
腰
痛
が
悪
化

し
、
本
日
の
式
典
に
は
出
席
す
る
こ
と

が
ま
ま
な
ら
ず
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
が
、
文
書
を
も
っ
て
失
礼
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

西
寿
会
は
会
員
数
た
っ
た
の
10
名
で
す

が
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
で
あ
る
こ
と
に

誇
り
を
持
っ
て
地
域
活
動
に
精
を
出
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
老
人
ク
ラ
ブ
の
灯
を

消
さ
な
い
よ
う
、
日
々
努
力
し
た
結
果
、

会
長
職
に
10
数
年
、
年
齢
も
90
歳
と
な
り

ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
と

頑
張
り
ま
す
。

　

最
後
に
会
長
様
始
め
役
員
の
方
々
、

会
員
の
皆
様
、
事
務
局
の
皆
々
様
の

ご
健
勝
と
老
人
ク
ラ
ブ
の
益
々
の
ご
繁

栄
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
謝
辞
と
い
た
し

ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

受
賞
者
代
表
謝
辞

西
之
門
町
西
寿
会
（
第
一
地
区
）

 

会
長
　
金
井 

晃
一

　令和３年 11 月 30 日（火）長野市東部文化ホー
ルにて第９回長野市老人クラブ大会が開催され、
90人が出席しました。
　開会に先立ち「安来節」「花笠音頭」が安来節の
会により披露され、会場を盛りあげました。
　物故会員への黙祷に続き、開会の挨拶、「老人憲
章」の朗読、「老人クラブの歌」の静聴を行ったあと、

宮島孝夫会長の挨拶、来賓からの祝辞が読み上げら
れ、表彰式に移りました。
　今年度の表彰では老人クラブ活動に貢献した
クラブと個人が表彰され、6人が代表として賞状を
受け取りました。
　第２部では戸隠地質化石博物館・学芸員の田辺智
隆氏による講演が行われ、ユーモアを交えた解説に
会場では笑い声も聞かれました。
　終始和やかに大会は進み、閉会宣言を行い、盛会
のうちに閉会いたしました。表彰を受けられた皆様、
おめでとうございました。　

表彰者・講演の詳細は２ページへ

第９回 長野市老人クラブ大会第９回 長野市老人クラブ大会
盛会のうちに無事終了盛会のうちに無事終了

表 彰 者 代 表 と し て 壇 上 に 上 が っ た 6 名

（1）第 294 号 長 野 市 老 連 ふ れ あ い だ よ り  い ず み 令和 4 年 2 月発行



令
和
３
年
度 

表
彰
者

老
人
ク
ラ
ブ
大
会

　

講
演
要
旨

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

◎
活
動
賞（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
部
門
）

朝
陽
地
区

南
屋
島
長
寿
会

長
野
県
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

◎
育
成
功
労
者

松
代
地
区

小
林　

繁

古
牧
地
区

中
村　

邦
雄

朝
陽
地
区

清
水　

彬
之

三
輪
地
区

川
口
と
よ
子

若
穂
地
区

峯
村　

敏

吉
田
地
区

大
久
保　

信

安
茂
里
地
区

奥
原　

卓
郎

古
里
地
区

倉
島
今
朝
人

◎
優
良
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

吉
田
地
区

桐
原
和
楽
会

吉
田
地
区

太
田
和
楽
会

◎
役
員（
会
長
）
退
任
者

若
穂
地
区

近
藤　

定
利

◎
会
員
加
入
促
進
活
動

　

優
良
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
表
彰

・
会
員
が
５
人
以
上
増
加
し
た
単
位
ク
ラ
ブ

吉
田
地
区

桐
原
和
楽
会

・
新
設
の
単
位
ク
ラ
ブ

篠
ノ
井
地
区

レ
イ
ン
ボ
ー
21
し
の
の
い

長
野
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

◎
会
長
永
年
在
任
者

第
一
地
区

金
井　

晃
一

第
一
地
区

髙
森　

凖

吉
田
地
区

塚
田　

照
雄

吉
田
地
区

古
平　

欣
造

吉
田
地
区

古
田　

新
造

吉
田
地
区

田
口　

忠
徳

直
轄
ク
ラ
ブ

武
田　

信
一

◎
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

吉
田
地
区

吉
田
東
町
和
楽
会

◎
功
労
者（
表
彰
状
）

古
牧
地
区

倉
島　

財
子

古
牧
地
区

小
穴　

孝
知

◎
功
労
者（
感
謝
状
）

吉
田
地
区

伊
藤　

隼
人

（
敬
称
略
））

「
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰
」

及
び
「
長
野
県
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
表
彰
」
は
第
61
回
長
野
県
シ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
大
会
に
お
い
て
、「
長
野
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰
」
は
第
9
回
長

野
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
に
お
い
て
表
彰

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
野
の
大
地
か
ら
学
ん
だ
こ
と

│
自
然
の
み
か
た 

付
き
合
い
方
│

も
の
に
は
歴
史
が
あ
る

　

私
た
ち
が
住
む
長
野
市
は
豊
か
な

土
地
で
す
が
、
自
然
災
害
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
約
５
０
０
万
年

前
に
海
底
火
山
で
で
き
た
土
地
で
、

元
々
は
海
で
し
た
。

　

地
層
の
堆
積
や
噴
火
・
浸
食
な
ど

を
繰
り
返
し
、
絶
え
ず
変
化
を
続
け

て
き
た
大
地
に
よ
っ
て
長
野
市
の
気

候
が
成
立
し
、
人
は
そ
の
環
境
に
合

わ
せ
て
生
活
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

　

災
害
を
な
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
が
、
大
地
の
生
い
立
ち
や
履
歴
書

講演の様子

講師
戸隠地質化石博物館
学芸員・田辺 智隆氏

を
読
み
解
く
こ
と
で
自
然
と
の
付
き

合
い
方
を
知
り
、
被
害
を
減
ら
す
こ

と
は
で
き
ま
す
。

　
「
温
故
知
新
」
の
言
葉
の
よ
う
に

過
去
を
知
り
、
現
在
を
見
つ
め
、
未

来
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　

第 294 号（2）長 野 市 老 連 ふ れ あ い だ よ り  い ず み令和 4 年 2 月発行

私たちは長野市老人クラブ連合会の活動を応援しています



長
野
県
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会

災
害
時
高
齢
者
共
助
活
動
研
修
会

教
養
部
長　

上
野　
孝
夫

　
令
和
３
年
10
月
22
日
（
金
）
第
61
回

長
野
県
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
大
会
が
岡
谷
市

カ
ノ
ラ
ホ
ー
ル
に
約
３
０
０
名
の
参
加

者
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
開

始
前
に
物
故
会
員
に
黙
祷
を
捧
げ
、
開

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
催
の
長
野
県
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合

会
・
藤
岡
嘉
会
長
が
挨
拶
で
、「
昨
年
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
各
種
事
業

が
中
止
・
延
期
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、

本
年
度
は
更
に
厳
し
く
な
る
か
も
し
れ
な

い
。
そ
の
中
で
『
～
の
ば
そ
う
！
健
康
寿

事
業
部
長　
筧　
昭
一　

　
令
和
３
年
10
月
27
日
（
水
）
午
後
１
時

半
よ
り
長
野
市
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
講
師
に
長
野
市
危
機
管
理
防

災
課
課
長
補
佐
の
高
野
晃
弘
様
を
お
招
き

し
て「
災
害
時
高
齢
者
共
助
活
動
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
特
に

高
齢
者
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
一

般
的
な
洪
水
、
土
砂
、
地
震
な
ど
の
災
害

時
の
防
災
対
策
と
い
う
立
場
か
ら
貴
重
な

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
骨
子
は
、
①
ま
ず
自
分
が
住
ん
で

い
る
場
所
に
ど
の
よ
う
な
危
険
が
あ
る
か

を
長
野
市
や
地
域
で
作
成
さ
れ
た
防
災
マ

命
、
担
お
う
！
地
域
づ
く
り
を
～
』
の
実

現
を
」
と
参
加
者
を
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
表
彰
式
に
移
り
、
県
知
事
表

彰
、
長
野
県
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表

彰
等
が
行
わ
れ
、
該
当
者
に
賞
状
及
び
記

念
品
等
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
私
の
主
張
で
は
「
老
い
て

も
心
に
ロ
マ
ン
を　

元
気
で
支
え
合
う

社
会
づ
く
り
を
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
84

歳
の
岡
谷
市
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
副

会
長
の
三
井
正
二
さ
ん
か
ら
「
私
た
ち

の
宝
は
、
長
い
間
生
き
て
き
た
知
恵
と

経
験
」「
是
非
そ
れ
を
活
か
し
て
社
会
へ

提
言
し
、
少
子
高
齢
化
社
会
を
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
、
少
し
で
も
環
境
の
改
善
に
努

め
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

ッ
プ
（
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
）
な
ど
で
確
認

し
、
危
険
が
あ
る
場
合
の
最
適
な
避
難
場

所
に
つ
い
て
も
よ
く
理
解
し
て
お
く
こ
と
。

②
公
共
放
送
あ
る
い
は
長
野
市
か
ら
の
防

災
メ
ー
ル
（
緊
急
放
送
を
含
む
）
か
ら
差

し
迫
っ
た
危
険
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断

し
、
危
険
が
あ
る
場
合
に
は
警
戒
レ
ベ
ル

４
以
上（
高
齢
者
は
３
以
上
）で
避
難
す
る
。

③
洪
水
と
土
砂
災
害
に
つ
い
て
は
、
長
野

市
の
防
災
メ
ー
ル
と
気
象
庁
の
キ
キ
ク
ル

（
危
機
来
る
）
を
有
効
に
活
用
し
て
対
処
す

る
。
特
に
あ
る
程
度
広
い
範
囲
の
情
報
は

キ
キ
ク
ル
の
川
の
水
位
情
報
か
ら
洪
水
を
、

土
に
含
ま
れ
る
水
分
量
の
多
寡
か
ら
推
定

さ
れ
る
危
険
度
情
報
か
ら
は
土
砂
災
害
に

つ
い
て
の
詳
し
い
情
報
が
得
ら
れ
る
。
④

地
震
に
つ
い
て
は
ま
ず
日
本
が
世
界
的
に

　
ま
た
、
講
演
で
は
、
諏
訪
中
央
病
院
副

院
長　

髙
木
宏
明
先
生
か
ら
「
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
時
代
と
シ
ニ
ア
生
活
～
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
か
ら
学
ぶ
～
」に
つ
い
て
、

人
類
と
感
染
症
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
つ
い
て
等
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
お

話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
後
半
で
は
、

高
木
先
生
自
ら
ギ
タ
ー
と
ハ
ー
モ
ニ
カ

を
演
奏
し
、
長
渕
剛
の
楽
曲
を
張
り
の

あ
る
声
で
歌
い
上
げ
ら
れ
、
会
場
を
感

動
で
包
み
込
み
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
か
ら
守
る
こ
と
は
、
３
つ
の
点

検
①
マ
ス
ク
を
正
し
く
つ
け
る
②
換
気
を

意
識
す
る
③
手
指
を
正
し
く
消
毒
す
る
。

　
最
後
に
大
会
宣
言
を
行
い
終
了
と
な

り
ま
し
た
。

見
て
も
地
震
多
発
地
帯
で
あ
り
、
長
野
市

で
も
い
つ
地
震
が
起
き
て
も
不
思
議
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
、
ま
ず
家
具

の
転
倒
防
止
を
確
実
に
行
い
、
地
震
時
に

は
安
全
で
適
切
な
身
の
守
り
方
と
行
動
が

と
れ
る
よ
う
に
日
頃
か
ら
訓
練
し
て
お
く

こ
と
、
ま
た
長
野
市
防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト

調
査
で
予
想
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
大
地
震

（
長
野
盆
地
西
縁
断
層
地
震
と
糸
魚
川
─
静

岡
構
造
線
断
層
帯
地
震
）
の
地
震
動
予
測

な
ど
も
参
考
に
し

て
自
分
の
住
ん
で

い
る
土
地
の
地
盤

の
安
全
性
に
つ
い

て
も
理
解
し
て
お

く
、
な
ど
で
し
た
。
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会
員
加
入
増
強
運
動
の

取
り
組
み

第
二
回
加
入
対
策
会
開
催

　
会
長　

宮
島　
孝
夫

　

年
間
行
事
の
一
つ
「
仲
間
づ
く
り
の

推
進
」
の
中
で
、
会
員
増
強
運
動
の
一

貫
と
し
て
、
第
二
回
加
入
対
策
会
が
令

和
３
年
12
月
15
日
（
水
）
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

第
一
回
は
８
月
11
日
に
実
施
さ
れ
、

そ
れ
を
踏
ま
え
て
第
二
回
は
更
に
突
っ

込
ん
だ
会
に
と
「
会
員
勧
誘
の
有
効
な

方
法
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
、
勧
誘

の
方
法
は
？　

ど
ん
な
声
掛
け
で
勧
誘

し
て
い
る
か
具
体
的
な
言
葉
を
と
、
一

歩
踏
み
込
ん
だ
討
論
に
入
り
ま
し
た
。

　

討
議
に
入
る
前
に
「
新
規
設
立
ク
ラ

ブ
事
例
発
表
」
を
「
レ
イ
ン
ボ
ー
21
し

の
の
い
」
の
南
澤
建
一
会
長
か
ら
設
立

に
至
っ
た
経
緯
等
に
つ
い
て
、
い
と
細

や
か
に
お
話
し
い
た
だ
き
、
新
た
に
設

立
さ
れ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
し
た
。

　

討
論
は
、
６
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
そ
れ

ぞ
れ
ま
と
め
役
が
中
心
に
議
論
、
そ
の

後
グ
ル
ー
プ
毎
の
発
表
と
な
り
、
該
当

者
に
直
接
話
し
掛
け
る
、
ま
た
、
自
治

協
に
も
老
人
ク
ラ
ブ
の
位
置
付
け
を
し

っ
か
り
と
し
て
い
た
だ
き
協
力
を
お
願

い
す
る
こ
と
が
最
も
有
効
的
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況

や
そ
の
役
割
等
わ
か
り
や
す
い
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
が
必
要
で
あ
る
と
の
こ
と
。

そ
こ
で
「
老
人
ク
ラ
ブ
入
会
の
お
誘
い
」

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
改
訂
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
の
地
区
老
連
と
し
て
の
会
員

会
員
加
入
対
策
会
に
つ
い
て

　
総
務
部
長　

竹
村　
碩
敏

　

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
老
連
の
活
動
に

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
わ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
今
年
度
は
二
回
に
わ
た
り
会
員

加
入
対
策
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
な
か

な
か
決
定
打
の
無
い
難
し
い
永
遠
の
課
題

で
す
が
、
二
回
目
（
12
月
15
日
開
催
）
は

38
名
の
出
席
を
い
た
だ
き
、
６
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
話
し
合
い
を
行
い
ま
し
た
。

会
員
勧
誘
の
際
の
有
効
的
な
方
法
、
具
体

的
な
言
葉
等
、
ま
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

の
後
に
勧
誘
し
た
ら
効
果
が
あ
る
の
で
は

増
強
運
動
目
標
で
は
、「
現
状
維
持
」
が

圧
倒
的
で
、
更
な
る
加
入
増
強
に
力
を
入

れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
老
連
の
年
齢
別
会
員
数
を
分
析
す

る
と
75
才
以
上
、
い
わ
ゆ
る
後
期
高
齢

者
が
76
％
と
圧
倒
的
で
前
期
高
齢
者
は

16
％
、
こ
の
年
代
は
団
塊
の
世
代
で
も

っ
と
も
元
気
な
人
達
で
す
。
是
非
加
入

し
老
人
ク
ラ
ブ

の
存
続
活
性
化

に
お
力
添
え
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
い
か
、
趣
味
を
通
じ
た
仲
間
を
誘
う
、

町
の
役
員
を
し
た
人
に
は
強
制
的
に
加
入

し
て
も
ら
う
、
取
り
あ
え
ず
夫
婦
の
お
一

人
に
入
っ
て
も
ら
い
、
そ
の
後
も
う
お
一

人
に
も
入
っ
て
も
ら
う
等
々
、
諸
説
時
間

一
杯
に
色
々
な
意
見
が
出
ま
し
た
。
私

感
で
す
が
結
局
は
役
員
の
熱
意
、
行
動
力

次
第
か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
も
参
考
に
し
な
が
ら
会
員
増
に

つ
な
が
る
よ
う
に
御
協
力
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
仲
間
づ
く
り

に
は
良
い
活
動
だ
と
思
い
ま
す
「
有
志

の
会
」
も
ご
利
用
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
ま
す
。
現
在
は
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
よ
う

に
活
動
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
加
入

の
程
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

の
終
息
が
見
え
ま
せ
ん
。
各
会
の
活
動

も
思
う
よ
う
に
参
り
ま
せ
ん
。
会
員
各

自
健
康
に
は
留
意
さ
れ
、
ご
自
愛
の
程

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 加入対策会の様子

＜老人クラブ連合会組織図＞

単位クラブ

全国老人クラブ連合会

都道府県・指定都市老連

市町村老連

地区老連

単位クラブ

全国老人クラブ連合会

都道府県・指定都市老連

市町村老連

地区老連

単位クラブは全国につながっています。
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女
性
部
の
活
動
紹
介

実
技
研
修
会
に
参
加
し
て

　
女
性
部
副
部
長　

樋
口　
泰
子

　

12
月
７
日
（
火
）、
長
野
市
ふ
れ
あ
い

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
「
女
性
部
実
技
研
修

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
折
り

紙
の
会
の
役
員
に
講
師
と
し
て
お
手
伝
い

を
い
た
だ
き
、
男
性
会
員
の
方
に
も
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
最
初
は
広
告
チ
ラ

シ
で
作
る
「
便
利
箱
」、
次
に
お
正
月
に

ち
ょ
っ
と
飾
る
こ
と
が
で
き
る
「
素
敵
な

折
り
紙
で
折
る
変
わ
り
鶴
」、
そ
し
て
メ

イ
ン
は
「
お
気
に
入
り
の
布
で
作
る
カ
ー

ド
ケ
ー
ス
」
で
し
た
。
簡
単
な
作
業
の
よ

う
で
も
真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
、
戸
惑
い
な

市
老
連
女
性
部
活
動
を
振
り
返
っ
て

　
女
性
部
長　

井
出　
了
代

　

日
頃
よ
り
長
野
市
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部

活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
高
齢
化
社
会
と
言
わ
れ
て
い
る

中
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
割
は
大
き
く
な

っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の
約
半
数
を
占
め

る
女
性
部
は
、
活
動
を
通
し
て
老
人
ク
ラ

ブ
の
発
展
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　
元
気
で
楽
し
く
魅
力
あ
る
ク
ラ
ブ
活
動

に
「
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」「
実
技
研

修
会
」「
交
流
研
修
会
」
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　
ど
の
講
演
、
研
修
会
も
現
在
の
私
達
に

役
立
つ
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

　
今
年
度
の
活
動
を
終
え
て
、
私
達
女
性

部
の
活
動
が
有
意
義
な
も
の
と
し
て
、
楽

し
い
ク
ラ
ブ
づ
く
り
、
会
員
増
強
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

が
ら
も
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
い
ひ
と
と

き
で
し
た
。
男
女
関
係
な
く
、
皆
さ
ま
楽

し
ま
れ
た
よ
う
で
し
た
。
折
り
紙
の
会
の

役
員
の
皆
様
に
は
分
か
り
や
す
く
教
え
て

い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
流

行
し
て
い
る

中
で
、
感
染
症

対
策
を
し
つ
つ

無
事
に
開
催
で

き
て
良
か
っ
た

と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

●期 日：令和４年４月21日（木）～22日（金）
●旅行代金：24,800円（1泊4食・旅行費用・消費税）
●ご 宿 泊：昼神温泉 ホテル恵山（阿智村）
●申込期限：３月25日（金）まで※定員になり次第締切

●訪問先
満蒙開拓平和記念館・長岳寺・元善光寺・はなもも街道・
そらさんぽ天竜峡・光前寺・諏訪大社上社・諏訪大社下社

●旅行企画・実施：太陽旅行株式会社

春の研修旅行のご案内─昼神温泉と花桃・元善光寺御開帳・諏訪大社　バスの旅─

注意事項：この研修旅行は「GoTo トラベル」または「信州割 SPECIAL」が適用されることを前提にした旅行代金となっております。
	 上記２つの事業が適用されない場合、また、新型コロナウイルスの感染状況により変更または中止になる場合があります。

お申込・お問合せ：長野市老人クラブ連合会事務局　☎ 090-2620-3520/ FAX 227-3520

令和３年度の主な実施内容
「認知症のサイン・早期発見が必要な理由」

長野市地域包括ケア推進課　小林久江様
「充実したシニアライフのために」

ＮＰＯ法人ライフデザインセンター　小川和子様
「スマホでできること」

ソフトバンク株式会社様
「実技研修会」

お気に入りの布で作るカードケース・
古紙で小物入れ・羽根付鶴の折り紙

（5）第 294 号 長 野 市 老 連 ふ れ あ い だ よ り  い ず み 令和 4 年 2 月発行

私たちは長野市老人クラブ連合会の活動を応援しています



健
康
部
の
活
動
紹
介

一
年
を
顧
み
て

　
健
康
部
長　

牧　
昭
治

　
新
前
に
は
慌
た
だ
し
い
一
年
で
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
年
度
当
初
の
計
画
が
こ
と

ご
と
く
中
止
に
追
い
込
ま
れ
、
振
り
返
っ
て
み

る
と
自
分
は
何
か
役
に
立
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と

自
問
自
答
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
数
少
な
い
活
動
の
中
で
、
７
月
の

夏
季
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
と
Ｍ
Ｇ
健
球
会

の
５
月
と
12
月
の
例
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

大
空
の
も
と
で
犀
川
河
川
敷
の
コ
ー
ス

を
三
回
体
験
し
た
だ
け
で
も
一
年
分
歩
い

た
よ
う
な
気
が
し
、

楽
し
み
な
が
ら
で
き

る
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ

の
健
康
効
果
も
体
験

で
き
ま
し
た
。

　
市
老
連
の
一
番
大

き
な
事
業
で
あ
る「
高

齢
者
健
康
づ
く
り
推
進
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
市
老
連
の
事
務
局
を
は
じ
め
総
力
を
結
集

し
て
実
行
委
員
会
を
構
成
し
、
部
会
も
何
度

か
開
き
万
端
の
準
備
を
し
た
の
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
の
た
め
二
年
連
続
の
中
止
と
な
り
残
念

で
し
た
。

　
健
康
部
で
は
、
屋
内
で
楽
し
く
で
き
る
囲

碁
ボ
ー
ル
を
会
員
に
広
げ
る
狙
い
で
講
習
会

を
二
回
開
催
し
ま
し
た
。
囲
碁
ボ
ー
ル
は
、

健
康
部
役
員
と
し
て
の
こ
の
一
年

　
健
康
部
副
部
長　

中
村　
幸
一

　
令
和
３
年
度
、
新
任
の
健
康
部
役
員
と
し

て
、
何
も
分
か
ら
な
い
中
、
先
輩
の
皆
さ
ん

や
事
務
局
の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
お
役
に
立
っ
た
か
ど
う
か
分
か
り

ま
せ
ん
が
、
何
と
か
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。振
り
返
っ
て
み
る
と
こ
の
一
年
は
、

コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ
た
一
年
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
何
と
か
隙
間
を
こ
じ
開

け
る
よ
う
に
開
催
さ
れ
た
、
夏
の
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
大
会
は
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
が
、
秋
は
中
止
。
年
度
の
最
大
イ
ベ
ン
ト

で
あ
る「
健
康
づ
く
り
推
進
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

は
何
回
か
の
会
議
と
現
地
視
察
ま
で
行
い
ま

力
ず
く
で
も
、
ま
た
、
思
う
よ
う
に
も
な
ら

な
い
、
屋
内
で
誰
に
で
も
楽
し
く
で
き
る
ゲ

ー
ム
感
覚
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

　
市
老
連
で
は
、
屋
外
用
の
ス
ポ
ー
ツ
用

具
や
、
体
力
的
に
弱
い
方
も
参
加
で
き
る

屋
内
ス
ポ
ー
ツ
用
具
も
貸
し
出
し
て
お
り

ま
す
（
コ
ロ
ナ
感
染
レ
ベ
ル
３
以
下
で
貸

し
出
し
可
）。

　
私
は
歳
を
と
っ
て
毎
日
が
惰
性
で
過
ご

し
が
ち
で
し
た
が
、
そ
ん
な
自
分
に
社
会

で
役
目
が
あ
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ
と

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
老
人
ク
ラ
ブ
に
は
、
楽
し
み
な
が
ら
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
数
々
用

意
さ
れ
て
お
り
ま
す
！

し
た
が
コ
ロ
ナ
に
阻
ま
れ
、
中
止
と
い
う
憂

き
目
に
会
い
ま
し
た
。
囲
碁
ボ
ー
ル
も
講
習

会
を
２
回
行
い
、
大
会
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
が
こ
れ
も
中
止
と
い
う
こ
と
で
、
本

来
の
健
康
部
事
業
は
、
全
く
も
っ
て
未
消
化

の
ま
ま
終
わ
っ
た
と
い
う
感
じ
で
あ
り
ま
す
。

　
私
事
で
恐
縮
で
す
が
、
今
ま
で
あ
ま
り
ご

縁
が
な
く
、
お
寄
り
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た

市
の
「
ふ
れ
あ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
」
に
は
、

今
年
度
20
回
近
く
通
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
期
間
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

長
野
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動
を
通
し

て
、
素
晴
ら
し
い
先
輩
や
、
仲
間
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
私
に
と

っ
て
、
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
を
頂
い
た
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
専
門
家
や
マ
ス
コ
ミ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
の
コ

ロ
ナ
と
の
付
き
合
い
方
は
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
、
様
々
議
論
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ま

ま
で
は
私
た
ち
の
活
動
が
停
滞
し
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
存
在
意
義
ま
で
失
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は

と
、
心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。
来
年
度
か
ら
は
、

社
会
全
体
が
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
様
々
な
施
策

が
実
行
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
と
の
共
存
の
方
向
が
見

え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
長
野

市
老
連
の
益
々
の

ご
発
展
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
一
年

間
の
御
礼
に
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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メインテーマ（全国共通）
「のばそう！健康寿命、担おう！地域づくりを」

　長野市老人クラブ連合会は、健康、友愛、奉仕の
全国三大運動の原点に立ち、生きがいと地域を豊か
にする活動、健康づくり、事故・犯罪防止活動など
多彩な活動を進めるとともに、会員増強、高齢者の
仲間づくりを進めます。

令和４年度の柱
１ 生きがい・健康づくりの推進
２ 仲間づくりの推進
３ 地域づくりの推進
４ 友愛・災害時共助・奉仕活動の推進
５ 交通事故防止と特殊詐欺等被害防止活動の推進

１ 生きがい・健康づくりの推進
⑴ 高齢者健康づくり推進フェスティバル・マレットゴルフ・

スマイルボウリング・囲碁ボール大会の開催
⑵ 健康保持と介護予防の推進
⑶ スポーツ普及活動

（用具の無料貸出、講習会・体験会の開催）
〈グラウンド・ゴルフ、ペタンク、輪投げ、スマ
イルボウリング、囲碁ボール、吹き矢〉

２ 仲間づくりの推進
⑴ 会員増強運動（単位クラブ数及び会員数の現状

維持）の推進
⑵ 新規会員加入促進運動の推進、会員加入促進

活動優良クラブの表彰、会員加入対策会の開催
⑶ 有志活動（一期一会悠遊会、安来節の会、MG 健球会、

コーラル歌音、折り紙の会）

３ 地域づくりの推進
子供見守り活動の推進、自治会・子供会等との連携、
地域文化の保存・継承活動への参加

４ 友愛・災害時共助・奉仕活動の推進
⑴ 在宅高齢者等を支援する友愛活動、一人暮らし

高齢者世帯等への情報提供
⑵ 安全、安心の住みよい街づくりを目指すボラン

ティア活動、災害時共助活動の推進
⑶ 友愛活動研修会・災害時高齢者共助活動研修会の開催
⑷ 老人の日・老人週間活動（9/15 ～ 9/21）、

全国一斉社会奉仕の日（9/20）の推進

５ 交通事故防止と特殊詐欺等被害防止活動の推進
⑴ シニアセーフティクラブ活動、シニアセーフティ

研修会の開催
⑵ 高齢者交通安全教育の推進
⑶ 特殊詐欺被害防止活動

６ 女性部活動
女性リーダー研修会・実技研修会・交流研修会の開催

７ 表彰・慶賀
功労者・優良老人クラブの表彰、慶賀祝（ダイヤモ
ンド婚・金婚・白寿・米寿）の実施

８ 啓発宣伝
会報誌「長野市老連ふれあいだより いずみ」の発行（年３回）

９ その他
⑴ 指導者研修会・長野市老人クラブ大会・芸能発表会等の開催
⑵ 関係機関への協力

令和4年度長野市老人クラブ連合会　事業計画（抜粋）
令和４年度事業計画が決定されました。各地区老連・単位クラブの事業計画にご活用ください。
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令
和
３
年
度　

芹
田
老
連
事
業
計
画
に
基
づ
き

【
事
業
内
容
】

⒈ 

社
会
奉
仕

①
環
境
美
化
活
動

　
随
時

　
道
路
・
神
社
・
公
園
等
（
各
単
老
）

②
訪
問
活
動

　
随
時

　
寝
た
き
り
・
独
居
等
（
各
単
老
）

③
社
会
奉
仕
活
動

　
９
月  

奉
仕
の
日

　
道
路
・
神
社
・
公
園
等
（
各
単
老
）

④
児
童
見
守
り
活
動

　
年
間
通
学
路
周
辺・挨
拶（
各
単
老
）

　
社
会
奉
仕
活
動
は
各
単
老
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
あ
ま
り
な
く

実
施
で
き
た
が
参
加
者
が
若
干
落

ち
込
ん
だ
傾
向
で
あ
っ
た
。

⒉ 

研
修
会

　

市
老
連
開
催
の
研
修
会

に
出
席
、
講
演
会
も
あ
り

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

⒊ 

健
康
増
進

　

芹
田
老
連
主
催
の
年
２

回
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大

会
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、

市
老
連
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

（
７
月
８
日
）
に
各
単
老
の
有
志

が
参
加
し
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

芹
田
地
区
は
身
近
に
犀
川
緑
地

公
園
の
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
が
あ

芹田地区老人クラブ連合会　会長　北村　茂
芹田地区老連の活動紹介

川合新田区が新型コロナウイルスの終息と
区民の健康を願って神社正面に打ちあげた
花火

社会奉仕活動

り
、
各
単
老
の
愛
好
会
が
４
～
５

人
の
グ
ル
ー
プ
で
健
康
増
進
を
図

っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

⒋ 

会
議

　

芹
田
地
区
老
連
会
長
会
議
は

原
則
毎
月
第
一
火
曜
日
９
時
～

10
時
30
分
芹
田
公
民
館
で
行
っ

て
い
ま
す
。市
老
連
の
通
達
事
項
、

芹
田
地
区
老
連
の
事
業
計
画
の
見

直
し
等
を
審
議
し
て
お
り
ま
す
。

　

芹
田
地
区
老
連
は
会
員
の
皆
さ

ん
が
一
番
楽
し
み
に
し
て
い
る
研

修
旅
行
が
１
日
も
早
く
実
施
で
き

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
に
負
け
な
い
で
健
康
で
元
気
に

お
過
ご
し
下
さ
い
ま
す
よ
う
。
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戸
隠
は
、
山
深
く
、
神
々
が

眠
る
神
秘
の
里
で
あ
り
、
標
高

６
０
０
〜
１
２
０
０
ｍ
も
あ
る

起
伏
の
激
し
い
高
原
の
地
で
あ

り
ま
す
。
観
光
地
で
あ
り
、
年
間

約
１
０
０
万
人
以
上
も
の
人
が
訪

れ
ま
す
。

　

戸
隠
村
の
頃
の
基
幹
産
業
は
た

ば
こ
の
生
産
で
し
た
が
、
今
は
ほ

と
ん
ど
無
く
な
り
ま
し
た
。
人
口

は
３
１
０
０
名
前
後
を
推
移
し
て

お
り
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
式
年

大
祭
の
大
事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
戸
隠
地
区
で
も
７

カ
所
で
御
柱
大
祭
が
行
わ
れ
る
予

定
で
す
。

　

戸
隠
地
区
老
連
は
15
地
区
の
行

政
区
の
中
、
14
地
区
の
単
老
で
運

営
し
て
お
り
、
会
員
数
は
６
４
０

名
程
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。

　
私
達
老
人
ク
ラ
ブ
の
計
画
は
美
化

活
動
や
世
代
間
交
流
、
訪
問
活
動
、

伝
承
活
動
等
々
の
盛
り
だ
く
さ
ん
の

計
画
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
付
き
、

実
施
で
き
な
か
っ
た
事
業
が
ほ
と
ん

ど
で
し
た
。
一
番
楽
し
み
に
し
て
い

た
市
の
「
健
康
づ
く
り
推
進
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
中
止
に
な
り
、
大
変

残
念
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
戸
隠
地
区
で
何
か
や

っ
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
多
く
寄

せ
ら
れ
、11
月
10
日
（
水
）
に
「
戸

隠
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
を

実
施
し
ま
し
た
。
全
地
区
よ
り
人

数
制
限
を
し
、
60
名
程
参
加
を
し

て
い
た
だ
き
、
健
康
体
操
や
輪
投

げ
大
会
等
で
と
て
も
楽
し
い
１
日

を
過
ご
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
手
の
消
毒
や
マ
ス
ク

の
着
用
、
道
具
の
消
毒
、
人
数
制

限
等
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
万
全
を
期

戸隠地区老人クラブ連合会　会長　鈴木　知
戸隠地区老連の活動紹介

し
て
実
施
し
ま
し
た
。
最
後
に
表

彰
式
を
行
い
、優
勝
か
ら
参
加
賞
、

団
体
賞
、
個
人
賞
等
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
景
品
を
用
意
し
、
参
加
者

は
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

後
日
「
楽
し
か
っ
た
の
で
、
来
年

も
実
施
し
て
ほ
し
い
」
と
の
意
見

も
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
単
老
の
地
区
で
も
子
ど

も
の
い
な
い
地
区
が
８
月
に
は
大

人
の
七
夕
祭
り
で
会
員
の
願
い
を

込
め
た
短
冊
を
書
い
て
い
た
だ

き
、
そ
れ
を
持
ち
寄
っ
て
竹
に

吊
る
し
て
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
清
掃
作
業
や
講
演
活

動
、
世
代
間
交
流
、
育
成
会
と
の

共
催
等
も
積
極
的
に
活
動
し
て
お

り
ま
す
。

　

早
く
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
迎
え
、

心
身
の
健
康
保
持
に
努
め
、
社
会

奉
仕
活
動
が
で
き
る
こ
と
を
願
う

ば
か
り
で
す
。
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裏
表
紙
で
答
え
合
わ
せ
！

ヨコのカギ 
【ヨコ1】物事を行う場合に、守らなければ
	 ならない決まり。規定。規約。
【ヨコ4】会社・役所などで、主に机の上で
	 書類の作成・整理などを行う仕事。
【ヨコ6】降り積もった雪。雪が降り積もること。
【ヨコ9】形がトラに似た動物。犬と同じ
	 ようにペットとして飼われる。
【ヨコ11】預金と貯金。
【ヨコ13】陸地をほって船が通れるよう
	 にした水路。
【ヨコ14】一般の人々の住む家。
【ヨコ15】野山に生える落葉樹。実がいが
	 いがのとげで包まれている。
【ヨコ16】地球上の一定の地域に住む人々が
	 一つの組織としてまとまったもの。
【ヨコ18】昔の貨幣の単位。「千○○○箱」
	 「千○○○役者」
【ヨコ20】ある系統の最初の代。
【ヨコ23】世間一般に広く認められている説。
【ヨコ25】さわるとかぶれることがある落
	 葉樹。または、その樹液からでき
	 た塗料。
【ヨコ26】橋脚（きょうきゃく）を使わず、
	 両岸から張り渡したケーブル
	 や綱でつり下げた橋。 

 タテのカギ 
【タテ1】他人に気をつかって遠慮すること。
【タテ2】無意識の習慣になっている動作や言葉。
【タテ3】正月・五節句などに作る特別な料理。
　　　  「○○○料理」
【タテ5】添加物を加えていないこと。
【タテ7】金額がきわめて多いこと。
【タテ8】強いところ。優位に立つ点。強さ。
【タテ10】いいにおいを出す材料。
【タテ12】金、または金メッキで出来たメダル。
【タテ15】書類などをはさむための小さな金具。
【タテ17】太陽が沈む方角。
【タテ19】道や進む方向が右へ曲がること。
【タテ21】ある用途のための紙。
【タテ22】自分のやっていることや周りの物が
	 わかる心のはたらき。
【タテ24】魚をつること。

今後の主な行事予定（３月〜7月中旬）
3/ 下旬 正副会長会議
3/ 下旬 常任理事会

4/ 上旬 春の全国交通安全運動啓発
活動

4/21（木）-22（金） 視察研修旅行（昼神温泉）
4/26 （火） AM 会計監査
4/28 （木） PM 女性部正副部長会議
4/28 （木） PM 女性部会
4/28 （木） PM （新）女性部正副部長会議
5/2 （月） PM 正副会長会議
5/2 （月） PM 常任理事会
5/9 （月） PM 理事会

5/12 （木） PM （新）正副会長会議
5/30 （月） PM 健康部会
5/31 （火） PM 教養部会
6/3 （金） AM 事業部会
6/3 （金） PM 総務部会
6/3 （金） PM 表彰審査委員会
6/3 （金） PM 正副会長会議
6/9 （木） AM-PM（県）市町村ブロック研修会

6/10 （金） PM 常任理事会
6/21 （火） PM 指導者研修会
6/28 （火） PM 健康部正副部長会議
6/30 （木） PM 女性リーダー研修会
7/1 （金） PM 囲碁ボール講習会
7/1 （金） PM 健康部会
7/7 （木） AM-PM（県）女性指導者研修会

7/13 （水） PM 健康づくり推進フェスティバル実行委員会
7/13 （水） PM 健康部会

※新型コロナウイルス感染状況及び会場都合
　などにより変更・中止となる場合があります。

（2 月 15 日現在 )
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月 日 曜日 開始時間 内容 持ち物

悠遊会 
年会費 500 円 

参加費無料
( 別途材料費の場合有 ) 

※要事前申込

3 28 月 10:00

未定
裁縫道具 

かぎ針 
ボンド

4 18 月 10:00

5 23 月 10:00

6 13 月 10:00

安来節の会 
年会費 1,000 円 

参加費無料

3 7 月 10:00

民舞踏
ザル
魚籠 

手ぬぐい

4 4 月 10:00

5 2 月 10:00

6 6 月 10:00

7 4 月 10:00

コーラル歌音 
年会費 1,000 円 

参加費無料 
歌集代 1,000 円

（入会時）

3 22 火 10:00

童謡・歌唱・歌謡曲他 歌集

4 25 月 10:00

5
9 月 10:00

30 月 10:00

6 20 月 10:00

MG 健球会 
年会費 1,000 円 
参加費 100 円

4 15 金 8:30

月例会（犀川第二） マレット
用具5 20 金 8:30

6 17 金 8:30

折り紙の会 
年会費 500 円 
参加費 100 円 

( 別途材料費の場合有 ) 
※要事前申込

3 14 月 10:00

折り紙
はさみ 
ボンド 

つまようじ

4 11 月 10:00

5 16 月 10:00

6 27 月 10:00

会場…長野市ふれあい福祉センター会議室（MG健球会除く）
※会場・講師の都合及び新型コロナウイルスの感染状況に
より、変更・中止になる場合があります（コロナ感染レベ
ル 4以上で中止となります）。
※新規入会・再入会の年会費は、記載の倍の金額となります。

有志の会 ご案内
（令和 4年 3月〜令和 4年 7月上旬）

スポーツ用具無料貸し出し
* グラウンド・ゴルフ
* スマイルボウリング
* 囲碁ボール
* 輪投げ
* ペタンク

（コロナ感染レベルが３以下
の場合貸し出し）
予約申込先：長野市老連事務局
TEL 090-2620-3520
FAX 026-227-3520

「いずみ」原稿募集
・クラブ活動記
・日々の雑感（随想）
・俳句 / 短歌 / 川柳
・写真　等
氏名・電話番号・所属の単
位クラブ名を明記の上、長
野市老連事務局へお寄せく
ださい。

次号のお知らせ
「いずみ第295号」は令和4年

6月下旬発行予定です。

お詫びと訂正
前 号・293 号 で 下 記 の 文 言
の表記が誤っておりました。

【 4P】
文中の語句と各写真キャプ
ションに誤りがありました。
シュミレータ→正：シミュレータ

【10P】
南堀長寿会  写真下
社会報誌活動→正：社会奉仕活動

お詫びして訂正いたします。

詳しくは長野市老人クラブ連合会事務局 ( ☎ 090-2620-3520) へ

（2 月 15 日現在 )
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チ シ キ ジ ン

クロスワードパズル
答え

スポンサーへのお礼 
本誌発行に際しまして、ご協賛い
ただきましたスポンサー各位に厚
く御礼申し上げます。本紙は会
員のさらなる健康増進、生きが
いの向上、会員相互の親睦など
を願って発行するものでありま
す。これらの趣旨をご理解いただ
き、今後とも温かいご支援を賜り
ますようお願い申し上げます。

活動のポイント
・正しい情報を共有する。
正しい情報で、不安や恐れ、感染症に対する
偏見や差別を防ぎましょう。

・仲間のつながりを大切にする。
電話で声をかけたり、情報を届けよう。

例えばこんな工夫
・少人数での活動を企画
・人が多い時間帯を避ける
・参加者の把握（名前・連絡先・健康状態等）

賀
詞
交
換
会

＜出典：全国老人クラブ連合会「クラブ活動は新しい生活様式で」より＞

参加に向けての留意点
□体調を確認してから参加する。体調の悪いときは休む。
□マスクを着用し、咳エチケットを心がける。
□こまめに手洗い、手指の消毒をする。
□人と接するときは、間隔をとる。
　※できれば前後左右１ｍ以上あける。
□会話をする時は、正面に立たない。
□のどが渇く前に、こまめに水分補給をする。
□屋外でも人混みに近づいたり、大きな声で話しかける
のは避ける。

　

令
和
４
年
１
月
５
日
（
水
）
長
野

市
賀
詞
交
換
会
に
出
席
し
ま
し
た
。

荻
原
市
長
と
名
刺
交
換
を
し
、

引
き
続
き
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
支
援

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

出席者：会長・副会長・事務局長
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私たちは長野市老人クラブ連合会の活動を応援しています


